
 

アッラーは、わたしたちに、いつでもいろいろなものをあたえてくださいます。 

もし、だれかが、あなたにまいにち、たくさんのプレゼントをくれたら、どうしますか？ 

そのひとにかんしゃして、「ありがとう」といいますよね。 

では、まいにち、たくさんの、かぞえきれないほどのプレゼントをくださるアッラーに、 

わたしたちは、どうやったら「ありがとう」をいえるでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

アッラーに、かんしゃすると、アッラーは

もっと、もっと、わたしたちにあたえてく

ださいます。 

 

 アル・ハミードゥ   يدمَ الحَ 

the Praiseworthy  

さんびされるおかた 

アッラーにかんしゃするほうほう 

 

・アルハムドゥリッラーをいって、ドゥアーをする 

・アッラーがあたえてくださったものをだいじにする 

（じぶんのからだも、アッラーガあたえてくださったもの

なので、だいじにしよう！） 

・じかんどおりにれいはい（サラー）をする 

・アッラーのおっしゃったこと、おきめになったことをま

もる 

 

アッラーをたたえるほうほう 

 

・ズィクルとは、アッラーをおもいだすことです。ズィクルは、アッラーにかんしゃするほうほうのひとつ

です。 

・ズィクルは、こころですることも、くちですることもできます。 

・ズィクルのことばのれいは、スブハーナッラー（アッラーにたたえあれ）、アルハムドゥリッラー（アッ

ラーにすべてのしょうさんあれ）、ラーイラーハ イッラッラー（アッラーのほかにかみさまはいません）、

アッラーフ アクバル（アッラーはいだいです）です。 

・いつでも、おもいだしたら、ズィクルのことばをいいましょう。アッラーのプレゼントにきづいたら、い

つでも、アルハムドゥリッラーといいましょう。アルハムドゥリッラーをいうひとには、アッラーはもっと

たくさんのプレゼントをあたえてくださいます！ 

・インシャーアッラー、わたしたちが、いつでもアッラーにかんしゃし、ズィクルできますように！ 

アッラーは、アル・ハミードゥ（さんびされるおかた）

です。「さんび」とは、たたえて、かんしゃすることで

す。わたしたちがほんとうにさんびするべきおかたは、

アッラーのみです。 

 


